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第２章 現状と課題

１ 社会環境の変化

（１）人生１００年時代の到来

「人生１００年時代」の到来により、これまでの年齢などで区切られ

た「教育→仕事→引退」といった一方通行の人生ではなく、マルチステー

ジの人生へと移行していくことが予想されます。また、長寿化に対応し

た、引退後も多様な学習機会が提供され、学習した成果を生かせる環境

の整備が求められます。

また、「人生１００年時代」を豊かに生きるためには若年期の教育、

生涯にわたる学習や能力向上も重要となります。

そのため、誰もが生涯にわたり必要な学習を行い、その成果を生かす

ことのできる環境が求められます。

（２）持続可能な開発目標（SDGs※３）

2015 年の国連サミットでは、「持続可能な開発目標」（SDGs）が採択さ

れ、「地球上の誰一人として取り残されない」をテーマに、持続可能な

世界を実現するための 169 の関連ターゲットを伴う 17 の目標が定めら

れました。その中では、教育について、全ての人々への包摂的かつ公正

な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進することとされました。

そのため、様々な困難を抱える人を始め、誰もが取り組める生涯学習

の環境整備を図る必要があります。

第２章 現状と課題

※３ SDGs

「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称。2015 年９月に

国連で開かれたサミットの中で、世界のリーダーによって決められた国際社会共通

の目標。
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（３）外国人住民の増加

令和２（2020）年１月１日現在の日本の在留外国人数は、286 万 6,715

人で、前年に比べ 19 万 9,516 人（7.48％）増加し、過去最高となりま

した。これは日本の総人口の 2.28％を占めており、日本社会における

外国人の存在感が高まりつつあります。

本市においても、外国人住民は増加しており、本市に住民登録をして

いる外国人住民は令和２（2020）年１月１日現在 8,799 人で、川越市民

の 2.49％を占めていることから、外国人住民の増加に対応するため、

多文化共生に関する学習機会の充実を図る必要があります。

（４）新しい生活様式への対応

新型コロナウイルス感染症の発生・流行は、「新しい生活様式」など、

人々の日常生活のあり様にまで変化を与えようとしています。

そのため、今後は「新しい生活様式」を実践し、安全・安心な、生涯

学習を身近に行える学習環境を整える必要があります。

（５）ライフスタイルや価値観の多様化

人々のライフスタイルや価値観が多様化し、余暇時間を有意義に活用

して趣味やスポーツを楽しむなど、物の豊かさよりも心の豊かさを重視

した成熟社会へと変化しています。

今後は、市民それぞれのニーズに応じた学習活動を、いつでも、どこ

でも行える環境作りが求められます。

（６）環境問題等の深刻化

現代社会は、環境問題、エネルギー問題、食糧問題等様々な課題に直

面しており、市民の関心も高まっています。

今後は、市民一人ひとりがこれらの問題を意識し、理解を深め、具体

的な行動に取り組めるよう、様々な課題に対応した学習機会の創設が求

められます。

第２章 現状と課題
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（７）子どもの生活環境の変化

近年、少子化や高齢化、子育て世帯の核家族※４化、共働きの家庭の増

加、ゲームやパソコン・テレビに依存した生活等を背景に、家族のふれ

あいの機会や生活体験を積み重ねる機会が減少しています。そのため、

子育てについての悩みや不安を多くの家庭が抱え、子どもの社会性や自

立心などの発達をめぐる課題等が生じています。

そのため、家庭、地域の教育力の向上と、学校・家庭・地域の連携の

推進が必要です。

※４ 核家族

１組の夫婦と未婚の子どもだけによって構成される家族のこと。

第２章 現状と課題



11

45,324 45,172 44,801 44,350 43,700 43,479 43,053 42,477 41,969 41,423 40,841 40,349 39,898 39,439 39,173

217,272 216,566 215,997 215,732 215,555 215,556 215,808 216,376 216,671 216,798 216,972 217,028 216,970 216,681 215,958

87,627 89,916 91,635 93,033 94,046 95,102 95,703 96,074 96,612 97,273 97,876 98,433 99,056 99,757 100,636

350,223 351,654 352,433 353,115 353,301 354,137 354,564 354,927 355,252 355,494 355,689 355,810 355,924 355,877 355,767

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

平成28年 29年 30年 31年 令和2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年

0-14歳 15-64歳 65歳以上 合計

２ 川越市の現状

（１）少子高齢化の進行

本市の人口は令和２（2020）年時点で 353,301 人ですが、計画が終了

する令和７（2025）年には 355,494 人となり、約 2,200 人の微増となる

ことが見込まれます。その後、令和１０（2028）年を境に人口減少局面

に転じることが見込まれます。

また、人口構成の推移をみると１４歳以下の年少人口は年々減少し、

６５歳以上の高齢者人口が増加することが推計されます。

少子高齢化や人口減少が進行していく中で、一人ひとりが可能な限り

自立に向けて取り組むとともに、もてる力を最大限発揮し、社会の中で

活躍できるよう、生涯学習を推進していくことが求められます。

（人）

実績値 推計値

川越市の人口推計結果

出典：川越市住民基本台帳人口（各年 1月１日）

令和３年以降は市推計

第２章 現状と課題

第四次川越市生涯学習基本計画期間
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18・19歳 8 62.5 25.0 62.5 37.5 12.5 37.5 37.5 25.0 37.5 － － － －

20～29歳 103 55.3 29.1 59.2 43.7 21.4 33.0 27.2 9.7 18.4 － 1.0 4.9 2.9 

30～39歳 189 46.0 30.2 45.0 33.9 22.8 33.3 24.3 10.6 26.5 1.6 2.1 3.2 4.8 

40～49歳 231 51.5 31.6 52.8 26.4 12.1 24.7 23.4 14.7 16.5 0.9 3.9 6.5 2.2 

50～59歳 191 45.5 35.6 53.4 21.5 4.2 20.4 23.6 16.2 19.9 0.5 2.6 4.2 5.2 

60～69歳 251 43.0 29.9 49.8 24.3 1.2 6.0 21.9 14.7 12.4 0.4 6.8 8.0 5.6 

70歳以上 337 35.3 22.6 44.2 15.7 0.6 3.3 16.3 12.2 6.2 1.2 9.2 7.1 13.1 

（２）令和元年度川越市文化芸術及び生涯学習に関する意識調査

この生涯学習に関する意識調査は、市民の生涯学習に関する意識と具

体的な活動状況について調べ、今後の施策策定の基礎資料とするために

実施しました。

①今後どのような「生涯学習」をしてみたいと思いますか。（複数回答可）

（性別） 回答割合（単位％）

（年代別） 回答割合（単位％）

第２章 現状と課題
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男性 575 37.7 30.4 49.6 15.3 4.3 18.6 23.7 13.9 15.5 1.2 5.7 6.3 6.6 

女性 732 50.0 28.4 50.0 33.1 11.2 15.6 20.4 13.1 15.6 0.5 4.5 5.3 6.4 

その他／

答えたくない
7 28.6 － 14.3 － 14.3 14.3 14.3 － － － 14.3 42.9 －
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性別で見ると、男性に比べ、女性で「趣味的なもの」「家庭生活で役立つ

技能」「育児・教育」の割合が高くなっています。

年代別で見ると、他の年代に比べ、２０～２９歳で「趣味的なもの」「健

康・スポーツ」「家庭生活に役立つ技能」の割合が、２０～２９歳、３０～

３９歳で「育児・教育」「職業上必要な知識・技能」の割合が高くなってい

ます。

性別、年代別のいずれも「健康・スポーツ」「趣味的なもの」の割合が多

く、心身共に健康で生きがいを持って生活したいとの意向が読み取れます。

また、どの項目も一定の割合を示していることから、価値観の多様化や様々

な学習ニーズが求められていることが分かります。

ライフスタイルや個人の生き方、価値観が多様化しており、生涯を通じ

て健康で生きがいのある人生を送るため、様々な学習機会の充実が求めら

れています。

今後も引き続き、市民一人ひとりが生涯学習を通じて心身共に健康で生

きがいを持って生活できるよう、各課題やニーズに応じた多様な学習機会

が求められます。

第２章 現状と課題



14

②多くの人が地域や社会での活動に参加するようになるためには、どのよ

うなことが必要だと思いますか。（複数回答可）

回答数＝1,338 回答割合（単位％）

「地域や社会での活動に関する情報提供」の割合が 51.9％と最も高く、次

いで「地域や社会に関する講習会の開催など、活動への参加につながるきっか

け作り」の割合が 46.9％となっています。

多くの人が地域や社会での活動に参加するためには、市民と行政と関係

機関が連携し、事業等を推進していく必要があります。

そのためには地域や社会での活動に関する情報提供や参加につながる

きっかけづくりが重要となります。

今後は、より多くの市民に生涯学習活動に取り組んでもらえるよう、市

民と行政が連携した事業の推進を図り、インターネット等の情報発信ツー

ルを活用した積極的な「情報提供」と「活動への参加につながるきっかけ

づくり」に努める必要があります。

51.9

46.9

28.2

22.3

15.5

4.3

4.6

10.1

4.6

0 10 20 30 40 50 60

地域や社会での活動に関する情報提供

地域や社会に関する講習会の開催など、

活動への参加につながるようなきっかけ

作り

コーディネーターなど、地域や社会での

活動を支える人的体制や活動の拠点と

なる場が整っていること

交通費などの必要経費の支援

活動の成果が社会的に評価されること

その他

特にない

わからない

無回答

第２章 現状と課題
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③市民活動・生涯学習施設（ウェスタ川越２階）にどのような運営・役

割を期待しますか。

回答数＝1,338

「多様な生涯学習講座の実施」の割合が 22.9％ともっとも高く、次いで「施

設があることを知らない」の割合が 20.3％となっています。

誰もが利用しやすい学習環境をつくるには、生涯学習関連施設の更な

る魅力の向上と、市民への PR が必要です。そのため、市民が期待、希

望する講座の実施や、施設の運営、情報の発信が求められます。

今後は、新しい生活様式を実践しながら、生涯学習を身近に行える学

習施設を目指します。

川越市提案事業講座（左：チェス 右：絵画）

市民活動・生涯学習施設（ウェスタ川越２階）

項 目 回答割合

活動室・会議室などの貸出 ６．１％

多様な生涯学習講座の実施 ２２．９％

学習講座やイベント情報の提供 １３．８％

利用者への相談支援業務 ３．３％

打ち合わせスペースの提供 １．２％

その他 １．６％

特に期待することはない ９．１％

施設があることを知らない ２０．３％

無回答 ２１．７％

第２章 現状と課題
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３ 第三次川越市生涯学習基本計画の進捗状況

第三次川越市生涯学習基本計画では、達成状況を４つの基本目標ごと

に具体的指標を２つずつ設定しました。

①基本目標「生涯学習を推進する体制の充実」

ライフスタイルや価値観の多様化を背景に、学習内容や方法、活動時

間帯等市民の学習ニーズも多様化しており、市民一人ひとりが自分に

あった学習を選択できる環境づくりが必要です。

そのため、前計画では地域の教育機関との更なる連携の強化を図り、

学びやすい環境を整え、学んだ成果を生かす場の提供等の生涯学習の推

進に努めました。

基本目標「生涯学習を推進する体制の充実」の指標「提案型協働事業

補助金応募件数」、「市民講座開催数」は、安定した実績値となりました

が、両事業とも目標値には届きませんでした。そのため、今後も引き続

き情報提供等を行い、応募件数、開催数の増加を図る必要があります。

指標 単位
実績値
H28 年度

実績値
H29 年度

実績値
H30 年度

実績値
R元年度

目標値
R２年度

提案型協働事業
補助金※５応募件
数（提案型協働
事業の年間の応
募件数）

件 １１ １２ ８ １１ １７

市民講座※６開催

数（市民講座の

年間開催数）

件 ４８ ４４ ４９ ４７ ５３

※５ 提案型協働事業補助金

市民活動団体等が地域のさまざまな課題を解決するために、主体的に取り組む協働

事業に対して、協働によるまちづくりを推進するためにかかる経費の一部を補助する

制度。

※６ 市民講座

川越市と市民との協働で開催する市民による市民のための講座。この市民講座は、

市民（講座主宰者）が企画・運営する講座で、川越市は会場の手配と受講者の募集等

を行っている。また、市民が学習した成果を生かす役割を担っている。

第２章 現状と課題
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②基本目標「家庭や地域の教育力向上」

子どもの「生きる力」は、多様な人々と関わり、多様な場で、様々な

経験を重ねていく中で育まれるものです。

しかしながら、価値観やライフスタイルが多様化し、社会が急速に変

化する中で、家庭や地域での教育が困難になっていると指摘されている

現在、コミュニティの再構築を通じて、子どもの学びを支える必要があ

ります。

そのため、前計画では学校・家庭・地域の連携を進めると同時に、地

域ぐるみの教育活動を支援することにより、家庭や地域の教育力向上に

努めました。

基本目標「家庭や地域の教育力向上」の指標「公開講座の講座数」は

目標値には届いておりませんので、今後も引き続き「地域の教育力の向

上のための事業」を各公民館で実施する必要があります。

指標 単位
実績値
H28 年度

実績値
H29 年度

実績値
H30 年度

実績値
R元年度

目標値
R２年度

子どもサポート
事業※７への参
加者数（市内 14
地区の子どもサ
ポート事業への
年間参加者数）

人 50,841 43,368 40,989 37,690 33,330

公開講座等の講
座数（公民館登
録グループ※８

の公開講座等の
講座数）

件 ２３７ ２５６ ２２６ ２４７ ３００

※７ 子どもサポート事業

子どもたちの豊かな人間性や社会性など「生きる力」を育むため、家庭、学校、地域

及び社会教育施設が連携・協力し、人と人とのネットワークを構築しながら、地域ぐる

みで子どもたちを育てる体制を作ることを目的とする事業。市内を１４地区に分け、地

域の特色を生かした様々な体験活動を提供する「地域子ども応援団活動」と学校教育を

支援する「学校応援団活動」を大きな二つの柱として取り組む事業。

※８ 公民館登録グループ

川越市公民館グループ育成要綱に基づき、公民館の目的に沿い、登録されたグループ。

第２章 現状と課題
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③基本目標「ライフステージ※９、社会変化に応じた学習機会の充実」

生涯にわたっていきいきと充実した生活を送るためには、人生の各時

期において、発達段階に合わせて学ぶことが必要です。また、現代社会

は急速に複雑化しており、様々な現代的課題に応じた対策や学習が必要

となります。

そのため、前計画では市民一人ひとりが生涯学習を通じて心身共に健

康で生きがいを持って生活できるよう、各課題やニーズに応じた学習機

会の充実に努めました。

前計画の基本目標「ライフステージ、社会変化に応じた学習機会の充

実」の指標「協働による文化芸術事業件数」の実績値は順調に推移して

います。また、今後も多文化共生に対する市民意識の一層の向上を図る

ため、国際理解講座等の更なる充実に努める必要があります。

指標 単位
実績値
H28 年度

実績値
H29 年度

実績値
H30 年度

実績値
R元年度

目標値
R２年度

協働による文化
芸術事業件数
（文化芸術団体
等との協働によ
る文化芸術事業
年間件数）

件 ９ ８ １１ １０ １０

国際理解講座等
の年間延べ受講
者数（国際交流
センターでの国
際理解講座、日
本語学習ボラン
ティア講座等の
人材育成講座の
年間受講者延べ
人数）

人 1,861 2,340 1,746 1,524 1,500

※９ ライフステージ

人間の一生における児童期、青年期、成人期、高齢期などのそれぞれの時期。

第２章 現状と課題
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④基本目標「身近な学習施設の整備・充実」

生涯学習の推進において、学習施設の充実を図り、各生涯学習関連施

設間の連携を整えることは不可欠です。

そのため、前計画では各生涯学習関連施設において実施する講座やイ

ベントの充実を図ることで、多様化する市民の学習ニーズに応えるとと

もに、市民の自主的な活動の支援を行い、市民の身近な学習施設の充実

に努めました。

前計画の基本目標「身近な学習施設の整備・充実」の指標「文化施設

の利用者数」、「市立図書館での市民一人当たりの貸出数」は、目標値に

届いていないことから、今後も引き続き身近な学習施設を充実させる必

要があります。

指標 単位
実績値
H28 年度

実績値
H29 年度

実績値
H30 年度

実績値
R元年度

目標値
R２年度

文化施設の利用
者数（やまぶき
会館・西文化会
館・南文化会
館・川越駅東口
多目的ホールの
年間利用者数）

人 301,354 280,134 282,212 262,100 321,000

市立図書館での
市民一人当たり
の貸出数（市立
図書館での市民
一人当たりの年
間貸出数）

冊
・
点

4.76 4.63 4.58 4.35 5.17

第２章 現状と課題
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４ 課題

社会環境の変化、川越市の現状から得られた本市の生涯学習にかか

る課題は次のように整理されます。

１ 多様化する学習ニーズに対応した学習機
会の整備

２ 家庭や地域の教育力の向上

３ 誰もが取り組める生涯学習の環境整備

４ 積極的な情報提供ときっかけづくり

５ 生涯学習関連施設の周知と魅力づくり

第２章 現状と課題


